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Subject: 子供の主張 
 
 

 

  まず、売却することに何のメリットがあるのですか？ 

 保護者や生徒たちの反対や主張を無視してまで実行するほど大切なことなのですか？ 

 赤字を回復するためと言うなら、なぜ今まで努力をしてこなかったのですか？ 

 今まで、赤字回復のために審議会の人たちは努力してきたのですか？ 

 もししてきたのなら、我々に分かるようにどんなことをしてきたのか、 

 どれだけ赤字を減らすことができたのか説明してもらいたいものです。 

 

   たとえば、売却せずに、貸すだけにすればすれば、所有権はこちら側にあるわけだか  ら、行事な

どもスムーズに行えるし、向こうの学校から、リース料をもらうことができて、少  しずつ赤字を回復でき

るのではないでしょうか。 

 

  我々子供でもこのぐらいのことはわかります。 

 ならば、審議会の皆様にはもっとたくさんの案が思いつくはずです。 

 なのになぜそれを実行してこなかったのですか？ 

 「売却する前にもっといろいろな手段を実行してみて 

 それでもだめなら最後の手段として売却する」 

 こういうことなら我々も納得できます。 

 何も審議会の皆様だけでやってくださいとは言ってません。 

 今は売却問題で、ＰＴＡと審議会の皆様はもめていますが、 

 お互い協力し合って、 

 「売却する前に何かできないか」を考えてほしいです。 

 みんなで協力し合えば、きっと何かいい方法が思いつくと思います。 

 今年の運動会スローガンで、 

 「Ｎｅｖｅｒ Ｎｅｖｅｒ Ｓｕｒｒｅｎｄｅｒ」 

 というのがありましたが、それは子供の運動会だけにとどまらず、 

 これからのＪＳＮＹの危機を乗り越えるためのスローガンにしてほしいです 

 


